
　「税収が減少するのに合わせて、縮小されるサービスがあってもやむを得ない」（２７．０％）と「税金の

負担は増やさず、利用者の負担を増やして公共サービスを維持・充実すべき」（２６．８％）が同程度と

なっています。
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Ⅴ 分野ごとの計画課題について

【公共サービスのあり方について】

今後、人口減少・少子高齢化などが進行することにより、市の税収が減少し、現在のサービス水

準を維持できなくなる恐れがあります。もし、そのようになった場合の公共サービスのあり方に

ついて、どのようにお考えになりますか。（１つ選択）

　「年金や医療保険制度を充実する」（３９．０％）が最も多く、次いで「高齢者に対する介護サービスを充

実する」（３４．４％）となっており、高齢者の暮らしを保障する各種制度と行政サービスが大切と考えら

れています。また、「高齢者の健康づくりを活発にし、介護予防に力を入れる」「困ったときに気軽に相談

できる窓口を充実する」など、日頃から心身の健康を保つための施策も求められています。

【高齢化への対応について】

高齢者が安心して生き生きと過ごせるまちにするために、どのようなことが大切だと思いますか。

（２つまで選択）

0 10 20 30 40 50 60

税収が減少するのに合わせて、縮小されるサービスがあってもやむを得ない

税金の負担は増やさず、利用者の負担を増やして公共サービスを維持・充実すべき

税金の負担を増やしても、公共サービスを維持・充実すべき

分からない（一概には言えない）

その他

無回答

（％）

27.027.0

26.826.8

9.49.4

29.429.4

4.94.9

2.52.5

0 10 20 30 40 50 60

年金や医療保険制度を充実する

高齢者に対する介護サービスを充実する

高齢者の健康づくりを活発にし、介護予防に力を入れる

困ったときに気軽に相談できる窓口を充実する

元気な高齢者の働く場の確保を図る

趣味や教養・ボランティアなど、高齢者が気軽に参加できる機会を増やす

地域での助け合い活動を盛んにする

高齢者が安全に暮らせる住まいづくりを進める

道路や施設、交通機関を安全で快適に利用できるようにする

その他

無回答

（％）

39.039.0

34.434.4

25.925.9

21.021.0

20.020.0

16.516.5

14.214.2

13.613.6

9.99.9

1.01.0

1.81.8


